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〇 航行中、相手船に気付かずに衝突した遊漁船 
航行中、相手船に気付かずに衝突した遊漁船 179 隻を、航行の目的別に分類して、相手船に

気付かなかった理由を整理したところ、以下に示すように、航行の状況に応じた見張りが行わ

れていませんでした。 

釣り場への行き帰り、 
又は離れた釣り場への 
移動等       144 隻 

遊漁船 179 隻 

不明  3 隻 

死角を補う見張りを行っていなかった   40 隻 

他船や他の方向に目を向けていた      31 隻 

釣り客の対応をしながら航行していた   11 隻 

居眠りをしていた                        8 隻 

その他 15 隻 

不 明 11 隻 

魚群探索、潮上り等 
釣り場での移動 

32 隻 

魚群探索や航海計器の操作等をしながら 
航行していた                   15 隻    

自船の他に船はいないと思い込んでいた    5 隻 

他船や他の方向に目を向けていた        5 隻 

死角を補う見張りを行っていなかった     3 隻 不 明 1 隻 

その他 1 隻 

魚群探索や航海計器の操作等をしながら 
航行していた                  11 隻 

釣り客の対応をしながら航行していた     2 隻 

航行の状況に応じて適切な

見張りをしましょう。 

魚群探索中も、こまめに顔

を上げ、周囲の見張りを行う

ことが大切です。 

〇 航行中、相手船に気付いていながら衝突した遊漁船 
一方、相手船に気付いていながら衝突した遊漁船 31 隻につい

ては、大半が相手船に気付いたのち、魚群探知機を操作したり、

他船や他の方向に目を向けたりして、相手船の継続的な見張りを

行っていなかったために衝突に至っています。 

魚群探知機の操作、釣り場の探索などをしていた  7 隻 

遊漁船  31 隻 

釣り客の対応をしながら航行していた       3 隻 

その他                     5 隻 

不 明                     2 隻 

避航操作が適切ではなかった              7 隻 

居眠りをしていた                   2 隻 

相手船に対する継続的な見張りを行っていなかった   22 隻 

他船や他の方向に目を向けて操船していた     5 隻 

4．「航行中」の遊漁船の事故要因（相手船の認知状況別） 

自船の他に船はいないと思い込んで見張りに意
識が集中していなかった         17 隻 


